
昭和57年 9月1日 農 業

山形県の野菜の

現況と将来対策

山形野菜センター
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( 1 ) 現況と特質

山形県の野菜栽培面積は 10，800ha，100，600戸の農家

が多かれ，少なかれ栽培しており， 1戸平均約10.7aの

作付にすぎない小規模多品目生産で，自給的な色彩が極

めて強く，販売品目を作ったとしても地場市場に個人出

荷が主体で，農協系統利用共販率は27%にすぎない。

また「農業の組生産額と構成比J (第1表〉をみると

果樹は青森県に次ぎ東北第2であるが，野菜の場合はそ

の反対で秋田県に次ぎ下から 2番目にあり，全国平均や

東北平均より低く， 6.6%という状態である。

第1表 農業粗生産額と構成比(昭和153年)
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雪に見舞れるところもあわ太平洋側のように露地周年

栽培は不可能である。現在 230ha前後の周年栽培可‘能な

施設はあるが，技術レベル，冬期間の日照不足，暖房そ

の他に要する生産費や流通面からみて，せっかくの施設

を完全に活しきれない困難な面が残っている。

このように太平洋側各県に比較して，気象的制約を強

く受けるだけでなく，交通や地理的条件も悪く，夏場は

出荷販売ができても，冬期間はその殆んどを他県からの

移入に依存しなければならないのが現状である。

(2) 県内各地域の実態

県内に栽培されている野菜の品目をみると，東北地方

で栽培されている殆んどのものが作られており，公の統

計にのっている品目だけでも30種類以上にのぼり，これ

らの品目別作付面積〈第2表〉をみると 1，000ha以上の

ものは「すいか」と「だいこん」の 2品目だけであり，

500ha以上 1，000ha以下のものでも， rきゅうりJ，rな
すj，1はくさい」の3品目にすぎない。

この栽培面積を各地方別にみると，村‘山地

方が最も多く，全体の46.9%を占め，次に圧

内地方28.0%，置賜地方18.5%，最上地方は

最も少なく 6.6%である。

このように山形市を中心とした村山地方が

県内の野菜生産地になっている。また庄内砂

丘も野菜の栽培面積が多く，特に「露地メロ

ンj，rねぎJ，rながいも」は砂丘地の特産品
目で， rえだまめj，rさやえんどう」とあわ
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区 分 (億円) 斗ミ 表Jj( 野菜 *樹 1ヒき 工芸作物 義資 市!J，(

全 |到 103，670 35.5 1.0 14.9 7.2 1.4 5.0 1.7 28.3 
w: ニ|じ 18，753 53.1 0.1 8.8 7.9 0.3 4.8 1.8 21.1 
i!f 森 3，006 45.7 0.0 9.7 21. 7 0.1 4.0 0.1 16.3 
岩 手 3，014 44.5 0.2 7.7 3.0 0.2 7.5 0.6 34.2 
B ;減 3，227 60.2 0.1 8.5 1.2 0.5 2.0 1.0 24.3 
平大 問 2，773 71. 5 0.2 6.2 3.4 0.1 2.1 。。 14.1 

111 形 2，968 58.6 0.0 6.6 12.5 0.2 2.3 1.3 17.0 
信i g-h 3，766 42.0 0.2 12.9 6.1 0.5 9.6 6.4 19.9 

一方「東北地域における主要野菜の移出入)1第1図〉 ぜて，村山地方よりも面積が多くなっている。

をみると管外出荷量は秋田県に次ぎ少なし福島県は最 最上地方及び置賜地方は山間山麓の豪雪地帯が多く，

もみく，次 第1図東北地域における主要野 かつ無霜期闘が短いため野菜栽培の環境としては必ずし

に岩手県， 菜の移出入(昭和53年〉 も適地とはいえないところが多い。従って，:置?賜:は村

山，庄内の両地方に次ぐがその中でも比較的栽培面積の

多い品目は「なすj，1はくさいj，1せいさい」などであ

る。最上地方は最近ようやく野菜作りを経営の中に導入

するようになってきたが，まだまだ技術も低く，面積は

前述の如くで県内最下位である。

次に野菜のlOa当り収量(第3表〉をみると，全国及

び東北地方の平均収量よりも多い品目は「トマトj，rす
いかj，rかぼちゃj，rえだまめj，rスイートコーンj，
「さやえんどうj 6の品目，全国及び東北地方の平均収

量よりも少ない品目は， rピーマンj，1いちごj，rきゃ
べっj，rほうれんそうj，1にんじんj，rさといもj，1"な
がいもJ7品目である。

ーこれらの収量を地方別にみると，村山地方が県内のト

ップで全般的に最も多く，次に置賜地方が僅少ながら圧

内地方より優り，最低は最上地方になっている。

村山地方で収量の多いのは「トマトr，rかぼちゃj，

u良水省、統計情報部、生産農業所得統計ーより)
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と山形県は共に野菜園芸に関するかぎり，残念ながら東

北地方での底辺の位置にあることは明らかである。

'山形県は東北南部の地域にありながら奥羽山脈を境に

して秋田県と共に日本海に面1...-，地域によっては毎年豪
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「すいかj，Iえだまめj，Iスイートコーンj，Iねぎj， Iだいこん」など非常に良質のものが生産されている。

「かぶj，Iごぼう」などで，これらは全国及び東北地方 最近砂丘開発が進み濯水施設も大分備ってきたので，今

(第2表〉県内各地域別の野菜栽培面積(昭和55-56Scio) 後はますます量質共に向上が期待される。置賜，最上両

区分 きゅうり トマト なす ピー ヵ、ほち了ゃいちこ すし、か ~X: .t也 ノ、ウス えさんどやうえだまめ いさんげペんコスイ ト
さシ や はさく

lんユそう20jう8L|| | 一宇ン メロン メロン コ←ーン べつ し、

111 Jf;県 752 494 934 49 199 335 1，100 453 10 99 393 234 203 373 680 
十す 111 444 272 343 19 105 120 753 89 7 31 144 106 111 143 360 

12: I 
1JY.: トー 52 55 74 3 17 2 24 4 7 17 19 31 11 60 

;;'，' J!弘 123 99 287 14 44 22 119 17 3 20 77 56 43 100 152 51 

1，i: I付 133 68 230 13 33 191 208 343 41 155 53 18 119 108 23 

|乏う〉 ねさ たねまぎレタス ザヒロリ カフ リ7 t.:_'、、 台、入1 lこ/じしん こ』ょう ざと なカ、 l二/し アスハ せい その他ワー こん L、も し、も にく うす'17.、 さい
111 J杉山L 469 17 38 3 45 1，610 146 169 162 227 140 65 95 406 642 10，750 
十J 1I1 178 7 26 3 24 679 58 74 74 106 58 24 34 247 5，040 
11企 .L 25 。 。 148 12 12 12 27 12 6 13 19 710 

;i'，' J!弘 80 。 。 9 263 18 22 32 40 8 20 23 132 1，990 
1i: I)~ 186 10 12 。 11 515 58 61 44 54 62 15 25 日 3，010 

(山形県ii!Hj，統計協会資料より) 地方は野菜に過しないところが多いが，それなりの環境

平均収量より優っている，特に目立つのは「トマト」と を十分活して，果菜類に限ぎらず種類や品種の選定を上

「すいか」である。反対に収量の少ないものは， Iいち 手に行なって産地化にもう一歩前進すべきである。

(表3)県内各地域別の野菜の10a当たり面積 Ckg) ②産地の団地化と技術水準の高位平準化……地場市場向

区分
きゅ トマト なす ピー ヵ、fj:' いちご すし、か J長 J也 ノ、ウス さペコ えた さペコ スイー! きや はくうり ーすン ちゃ メロン メロン えんどす まめ いんげん コ一一ン .r-.(""-コ さし、

オモ l主l 4，030 5，250 2，880 3，410 1，560 1，620 2，960 2，010 2，880 620 850 790 1，030 3，600 4，200 
)，j{ ~じ 3，700 4，570 1，490 1，920 1，280 1，340 2，680 1，650 1，730 692 775 695 887 2，570 2，690 
IIJ Jf5民L 2，730 5，500 1，660 1，460 1，690 1，040 3，350 1，810 2，180 867 1，070 762 1，140 2，310 2，940 
村 111 3，300 6，120 2，060 1，780 1，830 875 3，880 1，760 2，400 929 1，070 792 1，280 2，640 3，290 
M: J:. 1，310 5，410 1，140 1，120 1，450 826 1，530 813 764 1，370 758 1，020 1，670 2，260 
.;~I: H弘 1，920 4，770 1，150 1，380 1，640 623 2，530 1，480 2，240 900 1，230 725 919 2，260 2，880 
1，\・ I)~ 2，160 4，110 1，860 1，150 1，440 1，190 2，100 1，850 817 968 743 1，010 2，000 2，210 
l丞うf tlうtLねぎ たま レタス セロ カリフ fごし、 7)' ふ1 lこ/し こ1ょう さと なか l二/し アスハ ーせL 、んそう ねぎ ラワー 」ん じん いも し、も にく ラカ(;7，、 さし、
会/，，/ 1，480 2，260 4，090 2，070 4，750 1，560 3，700 2，510 2，490 1，790 1，450 1，690 
刈{ :It 1，430 1，600 1，890 1，680 1，830 1，280 3，190 1，840 1，600 1，320 1，090 1，730 
111 Jf5 V，¥ 1，380 2，250 2，090 1，710 2，620 1，490 3，570 2，210 1，180 1，600 856 1，540 711 384 3，930 
村 111 1，440 2，850 2，360 1，920 3，000 1，470 3，530 2，670 1，300 1，800 919 1，570 767 594 4，130 
11企 1'. 845 1，400 1，200 1，000 857 3，170 1，630 850 1，280 704 1，160 607 303 2，500 
;i'，' J!弘 1，380 2，030 1，900 1，500 1，430 4，370 2，840 974 1，540 623 1，140 631 248 3，900 
1¥: I)'j 1，150 1，880 1，930 1，200 1，100 1，420 3，310 1，690 / 1，170 / 1，370 981 1，640 753 256 / 1，650 

(山形県農林統計協会資料より)

ごj，I露地メロンj，Iカリフラワー」であり，これらは

山形県の平均収量より低い。

置賜地方で収量の多いものは， Iだいこん」と「かぶ」

であり，庄内地方では「いちご」と「露地メロン」及び

「ながいも」が多くなっている。最上地方では殆んどの

品目が他地方より少なし環境の悪いのに加えて技術の

低さが現われている。

(3) 山形県の野菜振興のために

①地の利をもっと活して，山形県は日本海に面し地域に

よっては毎年豪雪に見舞れ，かつ11月から 3月までの日

照量が極めて少なし太平洋岸の県に比べて環境は一段

と厳しい。しかし山形県でも内陸地方は，春の気湿上昇

も早く風も少なく，青森県や岩手県に比べてまだまだ条

件は恵まれている。従って、 6月最盛期の「きゅうりj

のトンネノレ栽培を主とした国の指定産地になっている

が，もっと面積も増し団地化する必要がある。

庄内地方では砂丘の「メロンム「ながいもj; Iねぎj，

けの多品目少量生産主義から，少品目多量生産に切換え

かっ団地化を計ることが大切である。共販率を高め， 1 

農協1品目 1億円位いの取扱し、を当面の目標にしなけれ

なばらない。その為にも生産者も農協人も共に統制力を

強め，同時に生産技術水準も高位平準化をはかるべく努

力しなければならない。 1 人の~100 歩前進より，全体の

1歩前進が，強い産地を作る為により重要な条件となる

こういう考で気象や地理的条件の悪い面を，少しでもか

ノミーしていく必要がある。

③組織の強化と農協統制率のアップ。……山形県の園芸

振興の阻害要因となっていた 2つの連合会〈県経済連と

県青果連〉もようやく合併し，経済連 1本に纏まったが

これら農協を含めた系統機関の内容の充実を計り， r作
れば売ってやる」という考え方を捨てて，積極的にかつ

徹底して野菜の産地作りと団地化に取り組むと同時に，

農協統制率のアップに全力投球する必要があろう。


